
日根小だより  
   

師走の候、保護者の皆様や校区の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は本校の教育にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

２学期から全校で一斉に始めた自主学習

ノートですが、子どもたちは自分で課題を決

め、意欲的に取り組んでいます。自分の興味

関心が深まったり、苦手克服を図ったりと、各

自の目標に向かって取り組んでいます。毎月、

自主学習ノートを職員室前にて紹介しています。また、図書だより１２月号でも紹介しましたが、

「読書の木」も職員室前でたくさんの本の実をつけています。「おすすめの本」の実が、多くの人

が読んでくれることを楽しみに待っています。 

２学期も残すところあとわずかとなりました。今学期に行いましたさまざ

まな行事において、保護者や地域の皆様にご協力や励ましをいただいた

おかげで、子どもたちは一生懸命がんばり、達成感を味わうことができま

した。皆様のご支援ご協力に対しまして、改めて感謝申し上げます。 

まもなく冬休みを迎え、クリスマスやお正月など子どもたちにとって楽しい行事が続きます。それ

に伴い、生活リズムもくずれやすい時期でもありますので、健康的で規則正しい生活を過ごし、３

学期の始業式には元気に登校してほしいと願っています。 
  

        

   

令和５年１２月１８日（月）  

文責：校長 飯田 恵子    

【１月の主な行事予定】 

１９日（火） 始業式 １１時下校 

１０日（水） 給食開始 

１２日（金） 段差解消の取組み（６年） 

１６日（火） ルピナスお話会（１年） 

中学校体験入学（６年） 

１９日（金） 市内全小中学校教職員研修 

短縮４時間 １３時下校 

２４日（水） 佐野支援学校作品展 

          （２・４年） 

２６日（金） いのちの授業（５年） 

２７日（土） 土曜授業 １１時３５分下校 

          制服リサイクル販売(１１時～) 

いつも、 

ご協力をいただき 

ありがとう 

ございます 

【募金へのご協力】 
～ありがとうございました～ 

令和５年度の募金の報告をします。 

【１学期】 

・「緑の(羽根)募金」・・・・・ 12,７０４円 

【２学期】 

・「赤い羽根共同募金」・・・・ 6,523円 

・「歳末助け合い募金」・・‥ 3,317円 

 



      

 
   

５年生は「よりよい学校生活のために」の国語の学習で研究授業を行いました。 

学校生活での自分たちの課題を見つけるために、事前にアンケ

ートをとり、その結果から「廊下で安全に過ごすためにはどうすれば

よいか」という議題をたてました。そして、解決方法を子どもたち一

人ひとりが考えました。その後、ホワイトボードを使って意見を班でひ

とつにまとめる活動を行いました。 

普段、自分の意見を伝えることが

苦手な子どももしっかりと発言し、班としての解決方法をまとめて

いくことができました。「ポスターを貼る」「右側通行がわかるよう

に矢印をかく」など、具体的な解決方法がたくさん出ました。 

今回学習した内容を学校生活で活かすために、子どもたちは実

践に移しているところです。 
             

 
 
学校では、いじめの未然防止と早期発見の観点から「いじめアンケート」を実施しています。実

施時期は、６月、１１月、２月となっており、対象は全校児童です。 

いじめアンケートで質問している内容は、 

① 「学校が楽しい」「授業にがんばって取り組んでいる」など

学校生活に関わること 

② 「叩いた」「いじわるをした」などの自分がしてしまったこと 

③ 「叩かれた」「いじわるをされた」などの自分がされたこと 

④ 「叩かれているところを見たり、聞いたりした」「いじわるをされているところを見たり、聞いたり

した」などの誰かがされていること 

⑤ 困っていることや悩んでいること   以上の５つです。 

いじめアンケートを実施した後は、個人面談を行います。面談で相談を受けた場合は、本人の

気持ちを受けとめ、聴き取りを進めながら解決策を検討します。そして、いじめをした子どもには、

何が問題なのかが理解できるように心がけて指導します。また、周りではやしたてたり、見て見ぬ

ふりをしたりしていた子どもの存在についても着目し、再発防止に努めています。 
     

【生徒指導コーナー】  《 いじめアンケートについて 》 

【研究コーナー】  《 研究授業を行いました 》 

   



  

【人権コーナー】  《 「手や指で話そう」 》 

  

２年生では、“手や指で話そう”という教材で、動物

や色の名前、挨拶などの手話を学習しました。「こんに

ちは」という挨拶の手話は、中指が時計の長針、人

差し指が短針を表し、２本の指を重ねることで時計の針が正午

を指しているように表現し、それに挨拶の動作を組み合わせる

ことで出来上がります。また、「うさぎ」の手話は両手をうさぎの

耳のようにして表現したり、「黒」の手話では髪をなでたりし

ます。このような手話を実際にしてみることで、表すものがも

とになって手話ができていることに気づくことができました。

そして、たくさんの子どもたちが「手話って楽しい。」「もっと

色んな手話を勉強したい。」「耳の聞こえない人と手話でお

話してみたい。」などという感想を述べていました。また、手

話をする時は手振りだけでなく、表情も大切だということに気づく子どももいました。 

手話を学習する以前には、町たんけんで様々な施設を訪問し、ユニバーサルデザインについて

も学習していた子どもたち。自分たちの身の回りには、人が不自由しないような様々な工夫がたく

さんされていることに気づき、みんなが過ごしやすい生活、楽しめる生活を子どもたち自身にも意

識していってほしいと願っています。 
   

＜  ５年  「識字の学習！」  ＞ 

「識字」とは、文字の読み書きができることです。 

最初の学習では、子どもたちは『文字がわからない』と

いうことを「外国語のメニュー」を見て実際に体験しまし

た。その後、世界の識字率や日本の識字率を学び、世界に

は識字率が５０％に満たない国がいくつもあることや日

本でも様々な事情により文字の読み書きが十分にできな

い人がいるという現状を学びました。また、６０歳を超え

てから識字学級で文字を学習した吉田一子さんの「ひら

がなにっき」を読んだり、動画を見たりしました。その中で、吉田さんが文字の読み書き

ができるようになるまでにどんな苦労や喜びがあったのかを知りました。 

最後には、吉田さんの生き方から、『学ぶことの大切さ』について考えました。「学校

に行けることに感謝したい。」「文字を大切につかいたい。」という感想がありました。

この学習で学んだことを、これからの学校生活にいかしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 



 

＜  １年  国際理解 「世界の国のことを知ろう！」  ＞ 

人権参観では、世界の国の「こんにちは」を学習しました。子ど

もたちは、挨拶を通していろいろな国があることを知りました。練習

した言葉を使って友だちと挨拶し合う活動では、積極的に伝えよう

とする姿が見られました。この活動によって挨拶をするといい気持

ちがしたり、うれしくなったり、相手と仲良くなれたりすることがわか

りました。子どもたちからは、「世界の『こんにちは』がひとつひとつ

違うからおもしろい。」や、「世界にはいろいろな『こんにちは』があって、いろんな言い方があるん

だなって思った。」「ほかにも挨拶をいっぱい知りたい。」などの声がありました。 

後日、モンゴル・中国・ブラジル・ウガンダ出身の国際交流員の方をゲストティーチャーに迎え、

国際交流会を行いました。初めに自己紹介をしていただき「こんにちは」の挨拶をしました。知って

いる挨拶だったので、子どもたちはとても身近に感じているようでし

た。また、挨拶や食べ物、学校のことなどいろいろ教えていただきま

した。この交流会では、ゲストティーチャーの方の国の話を聞かせて

いただくことで世界の国への興味・関心をさらに深めることができ

ました。そして、日本と比べて、違うことや同じことがあることに気づ

くこともでき、とても有意義な時間を過ごすことができました。 
    

＜  ３年  「クラスの垣根を越えて！」  ＞ 

１１月１３日（月）に電車を使って、りんくう方面にある警察署と消防署へ社会見学に行ってきま

した。施設を見学させていただいたり、緊急車両の説明を聞いたりしました。子どもたちは目をキ

ラキラさせながら夢中になって話を聞いていました。行き帰りの電車内での態度も素晴らしく、マ

ナーを守って静かに行動する姿はとても立派でした。 

１１月２４日（金）には、花いっぱいプロジェクトがありました。地域の方がたに協力していただき

ながら、パンジーの苗を約６００株植えました。子どもたちは、植え方や配色に気を配りながら、「ま

だ苗ありますか？」「もう一つ植えてきていいですか？」と意欲的に取り組む様子が印象的でした。 
 

  
クラスの垣根を越えて、学年全体で仲間意識をもち、お互いを大切にできるよう、３学期もより

一層頑張っていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします！ 


